
山﨑 愛奈

◀ 2 階天井
910mm ピッチで梁を渡し
また化粧梁にすることで
視覚的に立体感をもたせる

　 南側  立面パース ▶
1 階：交流とくつろぎの
　　　“土” の間
2 階：家族の居住空間
木の箱の中：2 階建て

3 階建て

大 地 と 海大 地 と 海
コンセプト ▼
海に映える街並みの＋αとして、出雲崎の土地に焦点を当て、この設計全体のコンセプト
とした。設計した住宅には自然回帰的な意味合いを持たせ、日々の暮らしの中で出雲崎の
自然を体感することをねらいとした。  “ 土と木とガラス ” シンプルな素材を用いて構成す
ることで、より身近に自然を感じてもらえるような工夫を施している。ひとたびガラスの
とびらを開けば、出雲崎の魅力が溢れ出してくるだろう。

対象敷地 ▶
横：9,7m
縦：26,5ｍ
北側：日本海が広がる
南側：北国街道沿いに並ぶ
　　　妻入りの街並み

B 敷地

日本海

北国街道

1 階床面積
2 階床面積
3 階床面積
延床面積

37.3m²
65.9m²
16.6m²
119.8m²

東側 立面図 ▲

◀ ダイアグラム

◀ ②
敷地中央を通る道に
対して木の箱を配置

◀ ③
大小関係に
バラつきをもたせる

◀ ④
前後関係にも
バラつきをもたせる

◀ ⑤
隣り合う木の箱を
ガラスの壁でつなぐ

◀ ①
対象敷地に 1820mm の
道を配置

◆ 優秀賞 ◆


